
27 － 21
18 － 18
15 － 20
14 － 18
－

審判 主審 副審

京北 筑紫野
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 25 0 10 5 1 4 ＊ (C) 23 6 1 3 0

5 ＊ 0 0 0 0 1 5 ＊ 11 1 4 0 0

6 - - - - - 6 ＊ 27 0 13 1 1

7 ＊ 12 2 2 2 1 7 ＊ 4 0 2 0 3

8 2 0 1 0 1 8 - - - - -

9 ＊ 23 3 7 0 0 9 - - - - -

10 6 0 3 0 3 10 - - - - -

11 ＊ 6 0 3 0 0 11 - - - - -

12 - - - - - 12 ＊ 12 0 6 0 3

13 - - - - - 13 0 0 0 0 1

14 0 0 0 0 2 14 - - - - -

15 - - - - - 15 - - - - -

16 - - - - - 16 - - - - -

17 - - - - - 17 - - - - -

18 - - - - - 18 - - - - -

74 5 26 7 9 77 7 26 4 8

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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2010年（平成22年)8月25日(水) 10:50

警告：合計が違います警告：合計が違います

 玉木　彰治  中村　浩仁

77 筑紫野
(東　京)

京北 74
●

３日目 男子準決勝

結
果 (福　岡)○

3GD2
期 日
試合区分

会 場 広島県立総合体育館

　大会２連覇を目指す関東ブロック代表京北と、九州ブロック代表筑紫野の準決勝が始まる。筑紫野は２－３のゾー
ンDef、京北は２－１－２のゾーンとマンツーマンのチェンジングDefで対応。筑紫野＃４が２本の３P、＃６の速いドリ
ブルからのミドルシュートを決める。京北は＃９のミドルシュート、３Pが決まり、リバウンドを制した＃４がゴール下で
決める。一進一退の攻防が繰り広げられ１Q２７－２１で終了。２Qに入り、筑紫野＃４の３Pが連続で決まり差を詰め
る。４分過ぎたところで同点に追いつく。京北も＃９の連続３Pで突き放す。筑紫野＃６もドライブインでシュートを決め
るなど食い下がり、前半を４５－３９で折り返した。
　３Qに入り筑紫野は＃６のドライブインや＃４の３Pで追いつく。対する京北も入れられると入れ返し、シーソーゲーム
が展開。見る者を魅了するパスワークにDef力、シュート力。お互いの力が拮抗した好ゲームである。６０－５９の１点
差で３Qを終了。４Qでも一進一退のシーソーゲームが続く。４分過ぎ京北がたまらずタイムアウト。しかし筑紫野＃
５、＃６の連続シュートで追い付き、逆転。流れが筑紫野に傾く。京北はゴール下のシュートがなかなか決まらない。
残り３０秒で京北＃４がオフェンスファウルで京北タイムアウト。この時点で筑紫野４点リード。点が入る度に観客の歓
声と落胆の声が入り混じる中、筑紫野が３点差をつけ７４－７７で勝利の雄叫びを上げ、初の決勝戦へ駒を進める。
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